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	１．研究の対象
	2010年1月〜2017年12月までに国立がん研究センター東病院で胃切除を施行され、病理学的にT3、T4aの診断であった胃癌患者のうち包括的同意が得られている方。
	２．研究目的・方法
	大腸癌では腹膜弾性板浸潤が予後と相関するという報告があります。胃癌においても腹膜弾性板浸潤を認める場合、同ステージでも予後が悪くなる可能性が示唆されています。
	胃癌切除例において、切除標本の腫瘍最大滑面における腹膜弾性板浸潤の有無を評価し、予後との関連性を検討します。腹膜弾性板浸潤の有無と予後との関連性を評価することで、腹膜弾性板浸潤が有用な予後マーカーとなり、以後の治療戦略に活かせる可能性があると期待されます。
	対象となった患者さんの診療録から、その臨床的特徴に関する必要な情報を収集します。また、切除された病変の組織を用いて前述の腹膜弾性板浸潤の有無を評価し、予後との関連を検討します。情報収集の作業に当たる人員は医師をはじめとする医療知識のある研究者です。
	研究実施期間は研究許可日 ～ 2027年3月31日までです。
	３．研究に用いる試料・情報の種類
	〒277-8577 千葉県柏市柏の葉6-5-1

